
積極的なコミュニケーションが
原子力安全への信頼を築く

スコット・ピーターソン

米原子力エネルギー協会（NEI）
副理事長

原産年次大会

2012年4月19日

本日の講演内容

原子力安全に関するコミュニケーションの

課題や教訓に着目

1. 事故直後の対応

2. 米国の原子力発電所における安全性強化

3. 国民の信頼を回復し、原子力のメリットを伝える

米国の原子力発電所における安全性強化



福島第一原発事故に対する
米原子力産業界の対応から得た教訓

情報プロトコルが整備され、十分に理解

されていることを保証すること

情報共有の速さを認識し、インターネットや

ソーシャルメディアの利点を活用すること

政治家との信頼関係を迅速に築くこと

米国民の原子力支持率

ビスコンティ・リサーチ社とＧｆｋローパー社による
1,000人の米国人成人を対象とした調査、2012年2月

支持 不支持



米国の原子力施設は「安全・安心」と感じているか

ビスコンティ・リサーチ社とＧｆｋローパー社による
1,000人の米国人成人を対象とした調査、2012年2月

「安全・安心」と感じている

感じていない

非常に感じている

やや感じている

あまり感じていない

全く感じていない

わからない

米原子力産業界の目標

安全で信頼性の高い原発運転を継続すること

福島第一原発事故の教訓を効果的に生かすこと

最短の時間で最大の安全上のメリットを得ること

原子力に対する国民の信頼を回復すること



柔軟で多様な安全へのアプローチ

原子力発電の

安全性を高める
福島第一原発事故を受けて更に安全に

使用済み燃料監視機器の追加

従業員の教育

電源の多重化・多様化

世論

ポンプの追加

地域センター

規制機関が独立していることが
原子力に対する国民の信頼を高める

米国の原子力発電所における米原子力規制委員会

（NRC）の独立した検査

NRCタスクフォースによる新しい安全要件の確立

一般のステークホルダーの参加

政府による監督



世界のエネルギー・ポートフォリオにおける
原子力の重要性を維持する

安全性の強化とともに原子力のメリットについて

積極的にコミュニケーションを取る

安全性についての信頼を回復する

世界経済において、人口増加と電力消費増加に

伴うエネルギー需要を満たすためには、原子力や

他の低炭素電源が必要であるということを伝える

次の項目は原子力のメリットだと思うか（%）

ビスコンティ・リサーチ社とＧｆｋローパー社による
1,000人の米国人成人を対象とした調査、2012年2月

安定した電力供給

高効率

きれいな空気

手頃な価格

エネルギー自給率

雇用創出

経済成長

気候変動の解決策

非常に
そう思う

やや
そう思う

全くそう思わない わからない
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